
(57)【要約】
【課題】  飛翔体を地上等の発射装置から発射する場合
において誤動作により正常な発射指令が出されない場合
に、飛翔体の誤発射を防止すること、又は発射指令が出
されて点火装置が正常に動作した場合に、飛翔体の推進
装置の推進薬に着火しない状態の不着火動作を確認する
必要があった。
【解決手段】  飛翔体の推進装置の推進薬に着火させる
ため、点火装置に安全装置を備え、誤発射を防止し、さ
らに点火装置に検出器を備え、正常に点火装置が動作し
たことを確認できるように構成した。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  目標に対して捜索・追随し、目標方向に
飛翔姿勢を制御する誘導制御部、目標物に近接したとき
に炸裂し、炸裂したエネルギー力で目標物を破壊する弾
頭部、推進薬を燃焼させて飛翔の推力を発生する推進装
置、目標物に飛翔方向を定める操舵翼、この操舵翼の駆
動を制御する操舵装置を具備した飛翔体において、推進
装置の推進薬に着火するための点火装置を有し、この点
火装置は、発射指令前に点火動作の点火をロックするか
又は点火を解除するかを切り替える点火ロック解除機構
部、この点火ロック解除機構部が点火動作が可能形態に
切り替えた後に点火装置から発生した点火薬を通す火道
を形成して、推進薬に着火することを可能とする火道開
閉機構部、点火装置の点火薬が点火したときの温度を検
知する検出器とを備えた安全装置を具備したことを特徴
とする推進装置。
【請求項２】  発射指令による点火信号に基づいて、火
道をロック解除する点火ロック自動解除機構を備えた点
火ロック機構部、上記点火信号に対して火道を開閉する
火道自動開閉機構を備えた火道開閉機構部を上記安全装
置に具備することを特徴とする請求項１記載の推進装
置。
【請求項３】  発射指令による点火信号に基づく、点火
ロック自動解除機構における火道の切り替えのロック解
除信号を検出する第１の検出器を備えた点火ロック機構
部、上記第１の検出器の信号に基づいて上記火道自動開
閉機構の開閉動作を行う火道開閉機構部、上記火道自動
開閉機構の動作を検出する第２の検出器とを具備するこ
とを特徴とする請求項２記載の推進装置。
【請求項４】  発射指令による点火信号と上記第１の検
出器の信号が正常か否かを判定する判定回路、この判定
回路の正常信号に対して、火道を開閉動作する火道自動
開閉機構を備えた火道開閉機構部、この火道自動開閉機
構の開閉信号を検知する第２の検出器とを具備すること
を特徴とする請求項３記載の推進装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、飛翔体の推進装
置の安全装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１１に従来の飛翔体の構成図を示す。
１は目標に対して捜索・追随し、目標方向に飛翔姿勢を
制御する誘導制御部、２は目標物に接近した時に炸裂
し、炸裂したエネルギーが目標物を破壊する弾頭部、３
は飛翔体の飛翔方向を定める操舵翼、４は操舵翼に駆動
力を供給する操舵装置、５は飛翔体を飛翔するために推
力を発生する推進装置である。
【０００３】図１２は従来の推進装置５の構成図を示
す。６は飛翔体の初期推力を発生するブースタ推進薬、
７は更に推力を長秒時継続し、飛翔体の飛翔距離を確保

するためのサステナ推進薬、８は燃焼性能を最適化する
ためのノズルスカート、９はブースタ推進薬６およびサ
ステナ推進薬７に点火するための点火装置、１０は飛翔
体を搭載する発射装置等から点火信号を伝達するケーブ
ルと接続するためのコネクタ、１１は点火信号を電気的
に入力するか、否かを切り替える切り替え回路、１２ａ
はコネクタ１０から切り替え回路に点火信号を伝達する
ケーブル、１２ｂは切り替え回路１１から点火信号を点
火装置９に伝達するケーブル、１３は推進薬を充填する
ためのモータケースである。
【０００４】図１３は点火装置９が発火して、ブースタ
推進薬６とサステナ推進薬７に着火する点火装置の構成
を示す図である。発射装置又は母機側から飛翔体に発射
装置側からの発射指令１４に基づき、点火信号１５が与
えられる。１１は点火信号を推進薬に着火信号として伝
達するか否かの選択を行う電気的な切り替え回路、１６
は上記の点火信号１５により、点火薬を発火させて、１
次発火エネルギーを形成する初期点火部、１７は初期点
火部１６で形成された１次発火エネルギーを更に規模の
大きな２次発火エネルギーの形成を助ける助走薬、１８
は２次発火エネルギーを更にブースタ推進薬６に着火可
能な３次発火エネルギーを形成する主点火薬である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】従来の飛翔体の推進装
置は上記のように構成されていたので、飛翔体を発射装
置から発射する場合に、発射指令が、出されない場合に
も誤動作により発射されないこと、又は、正規な発射指
令が送られても、飛翔体の推進装置の推進薬が着火せず
飛翔体が発射しないという不着火動作を確認できること
が必要であった。
【０００６】この発明は前記のような課題を解決するた
めになされたもので、推進装置の着火のプロセスの途中
に安全装置を設けて、推進装置が安全に動作すること、
点火装置に検出器を設けて、点火装置の動作を確認でき
ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】第１の発明による推進装
置は点火装置の安全装置として発射可能のモードにする
か否かを選定するために、点火ロック又は点火解除する
点火ロック機構部、初期点火部による第１次発火エネル
ギーを助走薬に誘導するために、火道を開閉する火道開
閉機構点火装置に推進装置の推進薬に着火したことを検
知する温度検出器を具備したものである。
【０００８】第２の発明による推進装置は安全装置とし
て、点火ロック機構部に自動操作により点火切り替え可
能な点火ロック自動解除機構を付加し、又、火道開閉機
構部に自動操作により、火道を切り替え火道を開閉し、
火道を形成する火道自動開閉機構を付加したものであ
る。
【０００９】第３の発明による推進装置は安全装置とし
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て、点火ロック機構部に、点火切り替え動作を検知する
第１の検出器を付加し、火道開閉機構部に、火道が正規
な動作位置に形成したことを検知する第２の検出器を付
加したものである。
【００１０】第４の発明による推進装置は安全装置とし
て、点火ロック機構部の点火切り替え動作の正常動作状
態を検知する信号と正常な点火信号が出力されたことを
判定する判定回路を付加したものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．図１は、この発明の実施の形態１を示す
推進装置の内部の構成に従来の点火装置９に安全装置を
付加した図である。図中５～１０は図８と同じである。
５は推進装置、６はブースタ推進薬、７はサステナ推進
薬である。９はブースタ推進薬６およびサステナ推進薬
７に着火するための点火装置、１０は発射装置又は飛行
機側から点火信号を点火装置９に伝えるモータファイヤ
コネクタ、１２Ｃはモータファイヤコネクタから点火装
置に接続するためのケーブル、１６は初期点火部、３０
は点火ロック機構部、３１は火道開閉機構部、３３は点
火装置９が安全に動作するための安全装置である。
【００１２】図２は推進装置の安全装置のブロック図を
示したものである。３０は初期点火部１６から誤動作な
どで発生した１次の発火エネルギーがブースタ推進薬
６、サステナ推進薬７に着火するのを防止するための点
火ロック機構部、３１は、点火ロック機構部３０の点火
ロック状態が解除された後、初期点火部１６から発生し
た第１次発火エネルギーを助走薬１７、主点火薬１８を
点火するために、火道を形成する火道開閉機構部、３２
は、初期点火部１６で発生した１次発火エネルギーによ
る温度上昇を点火装置９に対して、測定する温度検出器
である。初期点火部１６から発生した１次発火エネルギ
ーが誤って発生しても、その点火エネルギーを点火ロッ
クするための点火ロック機構部３０および火道開閉機構
部３１を設け、助走薬１７、主点火薬１８に点火を防止
できる。又、飛翔体を発射装置６０に搭載後、発射指令
前に点火ロック機構部３０の点火ロックが解除される。
その後、点火信号１５に従って火道開閉機構部３１の火
道が形成され、助走薬１７、主点火薬１８に点火し、点
火装置９に取り付けられた温度検出器３２で点火によ
り、発生した点火エネルギーの温度を検出することがで
きる。その温度を発射装置６０側の表示器４２に表示
し、点火装置９が正常点火したことを確認できる。
【００１３】図３は推進装置の安全装置の実施例を示し
たものである。図中３０，３１，３２，３３は図２と同
じである。図中１６，１７，１８は図２と同じである。
３４は、点火ロック機構部３０の点火ロック、点火ロッ
ク解除および火道開閉機構部３１の火道ガイドの開閉を
行う切替レバー、３５は点火ロック部、３６は点火ロッ
クガイド穴４３ａを有し、火道開閉機構部３１の火道ガ

イドを形成する火道ガイド穴３７ａを有する火道軸、３
７ａは、火道開閉機構部３１の火道ガイドを形成する火
道ガイド穴、３７ｂは、火道開閉機構部３１の火道ガイ
ドを安全装置３３に形成する火道ガイド穴、４３ａは、
点火ロック機構部３０の点火ロック部３５を火道軸３６
に挿入するための点火ロックガイド穴、４３ｂは、点火
ロック機構部３０の点火ロック部３５を安全装置の構造
体に挿入するための点火ロックガイド穴である。発射装
置６０から出力された点火信号１５をケーブル１２Ｃを
通して初期点火部１６に伝える。初期点火部１６から発
生した１次発火エネルギーを点火ロック機構部３０の点
火ロック部３５を解除し、火道軸３６の火道ガイド穴３
７ａと火道ガイド穴３７ｂが閉状態から開状態になるよ
うにし、助走薬１７、主点火薬１８に点火できる。
【００１４】図４（ａ）は点火ロック機構部３０の点火
を点火ロックし、点火できない閉状態を示す図であり、
図４（ｂ）は、点火ロック機構部３０の点火を解除し、
発火が可能となる開状態を示す図である。図４（ａ）に
おいて、点火ロックは、点火ロック機構部３０を構成す
る点火ロック部３５を切替レバー３４を回転整合しなが
ら火道軸３６の点火ロックガイド穴４３ａおよび点火ロ
ックガイド穴４３ｂに挿入することで、点火ロック機構
部３０の火道軸３６は回転動作がロックされて、火道開
閉機構部３１の火道ガイド３７ａおよび３７ｂは閉状態
となり、点火薬である助走薬１７、主点火薬１８に点火
が不可能となる点火ロック状態を形成できる。図４
（ｂ）において、点火ロック機構部３０を解除モードに
する場合は、点火ロック部３５が火道軸３５の点火ロッ
ク部ガイド穴４３ａから点火ロックを解除するように移
動し、点火ロック機構部３０の点火ロックを解除でき
る。火道開閉機構部３１を開状態にするには、上記の点
火ロック機構部３０を構成する点火ロック部３５の点火
ロックを解除後、火道軸３６の火道ガイド穴３７ａを切
替レバー３４を回転し、推進装置の安全装置の構造体に
備えた火道ガイド穴３７ｂの軸心を調整し、初期点火部
１６から発生した１次発火エネルギーが助走薬１７、主
点火薬１８に点火できる火道ガイド穴３７ａと火道ガイ
ド穴３７ｂで形成する火道ガイドを開状態となるように
形成できる。助走薬１７は、主点火薬１８を点火し、更
に大きな発火エネルギーを形成し、ブースタ推進薬６、
サステナ推進薬７を着火し、飛翔体を飛翔するための推
進力を発生する。温度検出器３２は、安全装置に取り付
けられ、短時間に温度感度の高い高温を測定できるセン
サを使用し、発射装置の表示部に表示し、記録をとる。
点火ロック機構３０の点火ロック解除のタイミングにつ
いては飛翔体を発射装置６０に搭載した段階又は発射準
備完了段階で、運用規定に基づき解除を行う。
【００１５】実施の形態２．図５は、この発明の実施の
形態２を示す推進装置の安全装置のブロック図を示した
ものである。点火ロック機構部３０に、点火ロック自動
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解除機構４０を付加して、初期点火部１６から発生した
発火エネルギーを点火信号１５に従って、自動的に点火
ロック解除動作を行うことができる。又、火道開閉機構
部３１の開閉動作についても、火道自動開閉機構４１を
付加して、正常な信号に対して火道ガイド穴３７ａを設
けた火道軸３６を回転して点火ロックを解除し、火道ガ
イド穴３７ｂにより、開状態を形成して、初期点火部１
６で発生した１次発火エネルギーを誘導して助走薬１
７、主点火薬１８に点火できる。
【００１６】図６（ａ），（ｂ）は、図５に示す推進装
置の安全装置に点火ロック機構部３０および火道開閉機
構部３１に自動操作機能を付加した場合の実施例を示し
たものである。図６（ａ）は、点火ロック機構部３０が
点火ロック状態を示す図であり、図６（ｂ）は、点火ロ
ック機構部３０の点火ロックが解除された状態を示す図
である。図６（ａ）において、点火ロック自動解除機構
４０は、ソレノイド等の駆動部で構成されるものとし、
点火ロック自動解除機構４０が非動作時は、点火ロック
自動解除機構４０は、点火ロック部３５を火道軸３６の
点火ロックガイド穴４３ａおよび点火ロックガイド穴４
３ｂに挿入することで、点火ロック状態を形成できる。
図６（ｂ）において、点火ロック自動解除機構４０が動
作時には、発射装置６０側からの点火信号１５に従っ
て、点火ロック自動解除機構４０のソレノイド等の駆動
部が動作し、点火ロック部３５が火道軸３６の点火ロッ
ク部ガイド穴４３ａから点火ロックを解除するように移
動し、点火ロックを解除できる。火道自動開閉機構４１
は、回転ソレノイド又はステッピングモータ等の駆動部
で構成し、火道軸３６と連結し、火道軸３６を回転さ
せ、火道ガイド穴３７ａと火道ガイド穴３７ｂの軸心を
整合することで、点火を可能とする開状態のモードを形
成できる。初期点火部１６から発生した１次発火エネル
ギーが正常に発火したことを温度検出器３２からの信号
を発射装置６０側の表示器４２で確認が可能である。
【００１７】実施の形態３．図７は、この発明の実施の
形態３を示す推進装置の安全装置のブロック図を示した
ものである。点火ロックを自動的に行う点火ロック自動
解除機構４０を備えた点火ロック機構部３０に、点火ロ
ック部３５が点火信号１５に従って確実に動作したこと
を検知する第１の検出器５０を有し、火道開閉機構部３
１の開閉動作についても、点火信号１５に従って確実に
動作を検知する第２の検出器５１を有する。第１の検出
器５０および第２の検出器５１で検出した信号を発射装
置の表示器４２に表示する。
【００１８】図８（ａ），（ｂ）は推進装置の安全装置
の図６（ａ），（ｂ）に点火ロック自動解除機構３０お
よび火道開閉機構部３１の動作を確認するために第１の
検出器５０および第２の検出器５１を付加した場合の実
施例を示したものである。図８（ａ）に示す点火ロック
機構部３０の点火解除の動作確認のために、第１の検出

器５０を、図８（ｂ）に、火道開閉機構部３１の火道開
閉の確認のために、第の検出器５１を設定したものであ
る。ここで、第１の検出器５０は点火ロック部３５の点
火ロック位置に、発行ダイオード等の光学センサ等を設
置して、点火ロック状態にあるか否かを検出する。点火
ロック位置にない場合は、正常に点火ロック機構部３０
が動作し、点火ロックを解除したことを確認できる。第
２の検出器５１は、火道自動開閉機構４１として、回転
ソレノイド又はステップモータ等の駆動部を火道軸３６
と連結し、火道軸３６には、検出バー４５を取付け、検
出バー４５を発行ダイオード等の光学センサ等を安全装
置３３の構造体に取付けて検出する。第２の検出器５１
が、検出バー４５を点火が可能となる開状態の位置に正
常に検出した場合は、火道開閉機構部３１が正常に動作
したことを確認できる。
【００１９】実施の形態４．図９は実施の形態４を示す
推進装置のブロック図を示したものである。点火ロック
機構部３０を構成する点火ロック自動解除機構４０が点
火ロック状態を解除した場合において、点火ロック解除
信号を検出する第１の検出器５０の正常な検出信号と、
点火信号１５が正常の出力信号レベルである場合にの
み、火道開閉機構部３１を構成する火道自動開閉機構４
１に、火道ガイド３７ａ，３７ｂを開状態になるように
火道自動開閉機構４１に動作信号を出力する判定回路５
２を有する。
【００２０】図１０は点火信号１５が正常な信号５３の
場合と異常な信号５４の信号パターンの図である。５６
は正常な信号５３の信号出力値ａであり、５７は外乱ノ
イズ等で発生する異常な信号５４の信号出力値ｂであ
る。正常な信号５３が、異常な信号５４を識別するため
に、正常な信号５３の信号出力ａをａ＞ｂとなるように
設定する。判定回路５２は、当該正常な信号出力ａ５６
と、第１の検出器５０の正常な検出信号と、点火信号１
５が正常な出力信号レベルである場合にのみ、火道開閉
機構部３１を構成する火道自動開閉機構４１に、火道ガ
イド３７ａ，３７ｂを開状態になるように火道自動開閉
機構４１に動作信号を出力する判定回路５２を有する。
図１０の５６は、正常な信号５３の信号出力であるａの
設定値を示す。図１０の５７は、異常な信号５４の信号
出力であるｂの値を示す。
【００２１】
【発明の効果】第１の発明によれば、外乱ノイズ等によ
る誤動作により点火信号が発生した場合に、点火ロック
機構部３０および点火開閉機構部３１の切替動作を機械
的機構に変更したことで、初期点火部１６で発火された
初期エネルギーは助走薬１７、主点火薬１８に至らず、
ブースタ推進薬６およびサステナ推進薬７が燃焼するこ
とがなくなり、誤動作を防止でき、安全性が向上する。
又、安全装置が正常に動作したことを、安全装置に設け
られた温度検出器で温度上昇を検知し、発射装置側で確
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認できる。
【００２２】また、第２の発明によれば、点火ロック機
構部３０を点火ロック自動解除機構４０の点火ロック状
態が自動ロック解除ができ、又、火道自動開閉機構４１
により自動的に火道が開閉できるようになり、発射準備
の時間を短縮でき、又、誤動作を防止でき、安全性が向
上する。
【００２３】また、第３の発明によれば、点火ロック機
構部３０のロック解除の状態を第１の検出器５０の信号
により、発射装置側で確認することができ、又、火道開
閉機構部３１の火道開閉の信号を第２の検出器５１の信
号を通して発射装置側で点火動作を確認することがで
き、安全性が向上する。
【００２４】また、第４の発明によれば、点火ロック機
構部３０のロック状態を示す第１の検出器５０の信号が
出力されていることと点火信号１５の正常点火信号を判
定した後、火道開閉機構部３１に備えられた火道自動開
閉機構４１を動作させて、初期点火部１６の初期発火エ
ネルギーを助走薬１７、主点火薬１８に着火することが
でき、又、発射装置側で点火動作を確認することができ
るので安全性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  この発明による飛翔体の推進装置の実施の形
態１を示す構成図である。
【図２】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の実施の形態１を示すブロック図である。
【図３】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の構成図である。
【図４】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の点火を点火ロックした状態と解除した状態を示す図で
ある。
【図５】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の実施の形態２を示すブロック図である。
【図６】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置

における点火ロック自動機構と火道自動開閉機構の構成
図である。
【図７】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の実施の形態３を示すブロック図である。
【図８】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
における点火ロック自動機構の動作を確認する第１、第
２の検出器の構成を示した図である。
【図９】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装置
の実施の形態４を示すブロック図である。
【図１０】  この発明による飛翔体の推進装置の安全装
置の判定回路で判定する信号パターンの実施例を示した
ものである。
【図１１】  従来の技術で構成した飛翔体の推進装置の
構成図である。
【図１２】  従来の技術で構成した飛翔体の推進装置の
構成図である。
【図１３】  従来の技術で構成した飛翔体の推進装置の
安全装置のブロック図である。
【符号の説明】
１  誘導制御部、２  弾頭部、３  操舵翼、４  操舵装
置、５  推進装置、６ブースタ推進薬、７  サステナ推
進薬、８  ノズルスカート、９  点火装置、１０  コネ
クタ、１１  切替回路、１２ａ  第１のケーブル、１２
ｂ  第２のケーブル、１２ｃ  第３のケーブル、１３  
モータケース、１４  発射指令、１５点火信号、１６  
初期点火部、１７  助走薬、１８  主点火薬、３０  点
火ロック機構部、３１  火道開閉機構部、３２  温度検
出器、３３  安全装置、３４切替レバー、３５  点火ロ
ック部、３６  火道軸、３７ａ  火道ガイド、３７ｂ  
火道ガイド、４０  点火ロック自動解除機構、４１  火
道自動開閉機構、４２  表示器、４５  検出レバー、５
０  第１の検出器、５１  第２の検出器、５２  判定回
路、６０  発射装置。

【図１】 【図３】
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【図２】

【図４】 【図６】
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【図５】

【図７】

【図１２】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】

【図１３】
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